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第 1 回エコサロン 

「環境NPOに対する支援とは」  
 
「環境パートナーシップちば」の新しい企画「エコサロン」

の記念すべき第一回が６月 15 日に船橋女性センターにおいて

開催された。ゲストは神奈川県でＮＰＯ活動をされながら、環

境コーディネーターとしても活躍中の佐藤一子さん。これから

の市民活動、サポート体制のあり方に大変示唆に富んだお話が

うかがえ、実り多いスタートとなった。 

 

1 かながわ県民活動サポートセンターでの経験 

かながわ県民活動サポートセンターは、平成８年、

横浜駅から徒歩５分、県民セ

ンターのなかに開設された。

市民活動・ボランティア活動

のために、印刷機や会議室、

ロッカー、レターケースなど

が無料、または安い料金で利

用でき、情報コーナー、相談

コーナーもある。 

相談コーナーのアドバイザーは市民活動をしている

ことが条件で公募されたので応募したところ、採用さ

れ３期勤めた。各専門分野（福祉、国際、災害、環境

等）の６人が交代で夜８時まで相談を受け付けている。

毎日大勢の人間が相談に訪れるが、どんな相談も受け、

場合によっては、専門者につなぐ「リンク」的役割も

果たす。特に研修のようなことはなかったが、月２回

のアドバイザー会議が大いに役立ったとのこと。 

相談事例は福祉、国際が大多数を占め、次いで子育

てや環境になる。近年は環境、自然系の相談が増えて

いるが、それをおこなう場が少ないのが現状である。 

2 神奈川県環境情報コーディネーターとして 

アドバイザー終了後、環境情報コーディネーターに

なった。こちらは環境と限られるので相談者は少ない

が、あらゆる相談に応じて、最も適した団体（人材）

を紹介したり、方法を見つけたり、環境系ネットワー

クの拠点のような役目でもある。近年環境系のボラン

ティアをやりたいという学生が増えている。ボランテ

ィアの中には、精神的なものを理解せずに作業だけし

かしない方々も少なくない。しかし、将来に希望を持

ち、苦労を惜しまずに一つ一つ教えるのもコーディネ

ーターとしての役目である。市民団体に向けては、「楽

しくやればいろいろできる」「理屈だけでなく事業を

やる」をキーワードにしている。 

3 ＮＰＯ法人理事長として 
 市民団体「ソフトエネルギープロジェクト」は、1993

年に発足。ソフトなエネルギー（自然のエネルギー）

の利用、普及のための研究を行ってきた。太陽光発電

パネルやソーラークッカーなどの機材を持ち、学校の

授業や文化祭での環境教育、市民・行政・企業のイベ

ントなどを行っている。昨年は環境教育を行うための

センターを開設し、屋上に太陽光パネルを設置し、電

力使用量が一目でわかる省エネナビ、ミニソーラーカ

ーなども展示し、課外授業などで見学者が多い。 

 ＮＰＯ法人となり、企業や自治体との委託契約がで

きるようになったが、日本のＮＰＯはまだ無報酬でと

いった雰囲気がある。佐藤さんも「苦労の報酬が少し

でも貰えたら」とおっしゃっていたが、「無報酬」と

いうことが企業や行政などに「信頼」として伝わるか

ら・・とあえて貰わないことにこだわりを持っていた。 
質問編 
Ｑ：千葉にサポートセンターができるとしたら、アドバイスを 
Ａ：ハードの大きさよりも理念の大きさが大切で、そ

して市民に根付いたものを目指すべきである。 
Ｑ：アドバイザーの入替えについて 
Ａ：任期は３年以内で、最近は３人づつ交代している。

アドバイザーを終えた人たちは、地域に帰って活動

する方が多く、ネットワークの拡大がはかれている。 
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Ｑ：市民活動で多くの実績をあげると、公は必要ない

と思う事はないか？ 
Ａ：公には公にしかできないことがある。例えば事業

を行う際、施策として明確に位置付け、責任を持っ

て実行する事。 
Ｑ：神奈川では、２団体に 1000 万円ずつの資金援助す

るそうだが、少額ずつ多くの団体の立ち上げ基金な

どに活用するほうが良いのでは？ 
Ａ：アメリカなどでは政策にまでかかわる大きな団体

が存在する。日本でも大きな団体にしか出来ないこ

とがあり、この基金は大きな団体の育成が目的。 
Ｑ：日本のＮＰＯが成熟するには？ 
Ａ：お金の問題は深刻で、企業との連携がカギとなる。

その連携を、まるで汚いものとの繋がりように見る

日本の雰囲気が、全体的に変わっていくことが課題。 
Ｑ：ＮＰＯ法人のメリットについて 
Ａ：事業の場合、借金は欠かせないが、法人でなけれ

ば、個人で借金をしなければならない。責任を持っ

て大きな事業をやる場合、また委託事業などを受け

る場合は法人化が不可欠である。

 

「千葉県の保護上重要な野生生物 
－千葉県レッドデータブック－普及版」の発刊について 

                                千葉県環境生活部自然保護課 
 秋の七草に数えられるキキョウ、サギの飛翔を思わせ
るサギソウ、小川にすむメダカ、よく光るゲンジボタ

ル。これらの生物は、今まで里山で普通に見られ、誰

からも親しまれてきましたが、近年、なかなか見つけ

ることができなくなってきています。このほかにも、

千葉県では多くの生物種が絶滅の危機にあります。 
 「千葉県レッドデータブック」は、このような状況

の中で、多くの県民の方々に貴重な野生生物の現状を

理解し、自然との共生のあり方を考えていただくため

に作成されました。この本の中で取り上げられた絶滅

のおそれのある動植物種は 1544 種で、県内に生息・生

育している動植物の約 15％に達しています。レッドデ

ータブック本編は、植物編と動物編の２冊に分かれて

います。今回、コンパクトで持ち運びしやすいサイズ

の１冊にまとめ、一般の方でも入手できる「普及版」

を発刊しました。以下概要を紹介しますので、ぜひ一

度この本を読まれて野生生物の保護に関心を持たれる

と共に、身近な自然環境にも目を向けていただきたい

と思います。 
１ 「レッドデータブック」とは 
 レッドデータブックとは、絶滅のおそれのある種

のリストやその生態、圧迫要因、保護の現状等をと

りまとめた報告書のことです。国際自然保護連合が

1966 年に初めて発行したものの表紙に赤い紙が使

われていたことから、政府の報告書が白書と呼ばれ

るのと同じような意味で、赤い資料集（レッドデー

タブック）と呼ばれるようになりました。 

２ 国内外のレッドデータブック作成の動き 

 世界中で多くの種の絶滅が進む中、1966 年、国

際自然保護連合が世界的視野に立って初めてとり

まとめ以降、各国版のレッドデータブックが刊行さ

れ、野生生物保護の資料として活用されています。 

 我が国では、環境省が 1991 年に動物編を刊行し

たのを皮切りに、2000 年には植物編を刊行し、さ

らに、その後の状況変化に応じ、順次改訂版を刊行

中です。都道府県レベルでは、2001 年３月現在で

19の都府県で作成されています。 
３ 「絶滅のおそれのある種」の選定結果 
 千葉県レッドデータブック掲載種選定の評価基

準は、保護を要する度合いから、「消息不明・絶滅

生物」、「最重要保護生物」、「重要保護生物」、

「要保護生物」、「一般保護生物」の５段階のカテ

ゴリー区分としています。 
 この基準により選定した結果、植物では、県内全

生育種約 3800 種のうち、22％にあたる 831 種が選

定されました。動物では、県内全生息種約 6500 種

のうち、11％にあたる 713 種が選定され、多くの種

が絶滅または絶滅の危機に瀕していることが明ら

かになりました。 
４ 千葉県レッドデータブック普及版の特徴 

 レッドデータブックは、1999 年３月に植物編、

2000 年３月に動物編をとりまとめました。普及版

は、この２冊に掲載されている種のうち、①県民の

目にふれる機会があって、種の判別が比較的容易な

もの、②目に触れる機会は少なくても、種名をみれ

ば容易にイメージが描けるもの、③専門的な立場か

ら注意を促したいもの、といった視点から、植物種

で 100 種、植物群落で８群落、動物種で 100種を選

び、それぞれ、種の特性、分布状況、保護対策を説

明しています。また、全て写真やイラストをのせ、

ビジュアルに分かりやすくしています。 

 この普及版は、定価 1,000 円で、県庁２階の刊行物

コーナーまたは（財）千葉県環境財団で購入すること

ができます。 



「環境パートナーシップちば」だより 20号        平成 13年 7月発行  

 

（3）

｢千葉県ディーゼル自動車排出ガス対策指針｣が策定されました。  
―千葉県ディーゼル自動車排出ガス対策懇談会報告― 

          委 員  横 山 清 美  
 

 昨年よりこの｢だより｣にて何回か報告させていただ

き、会員の皆様にもご意見をお願いしてまいりました、

千葉県ディーゼル自動車排出ガス対策懇談会は平成

13 年３月 28 日に委員及び県民のみなさまからの意見

をまとめ、提言として県に提出いたしました。 

 県はこの提言を受け、天然ガス自動車等の低公害車

の普及・使用過程ディーゼル自動車を重点に置いた自

動車排出ガス対策を推進するため、５月 28 日に｢指針｣

を策定しました。 
 指針は、ディーゼル自動車排出ガスに起因する粒子

状物質(PM)の低減を図るため、県、市町村、事業者が

連携・協調し、早期に取り組むべき施策を明らかにし

たものです。特に、県内を走行する全てのディーゼル

自動車を対象に、当面の目標として粒子状物質（ＰＭ）

の平成 9年規制レベル（黒鉛が見えないとされている

レベル）の確保を優先して取組むとしています。今後、

規制的手法としての条例化も検討しています。 

取組施策 
１．低公害車、最新規制適合車等への代替の促進 
２．事業者による自動車排出ガス抑制対策の強化 
３．適正車両整備の強化等 
４．交通流・渋滞対策の実施 
５．良質燃料の導入への普及啓発 
６．県の率先取組の強化 
７．経済的措置等の充実 
８．啓発及び環境情報の提供の充実・強化 
９．監視体制の充実・強化及び調査研究の推進 
以上は、６月県議会の補正予算を受けて具体化される

わけですが、可決された予算については千葉県ホーム

ページに公開されておりますのでご覧ください。 
 皆様にはいろいろなご意見ありがとうございました。

このように県民の意見は施策に反映されていきますの

で、これからも積極的なご意見をお願いいたします。

 

地球温暖化防止  京都議定書 発効推進！ 
―市民の声を受けて、県議会から中央へ意見書提出へー 

                       ストップ地球温暖化千葉推進会議代表 川 原 啓 佑  
４年前、地球温暖化防止へ大きく踏み出した「京

都議定書」は環境問題で初めて数値と期限の目標を

国際的に取り決めた人類史的に重大な約束事であり

ました。今年になって、米国ブッシュ政権が京都議

定書の枠組みからの「離脱」を表明し、世界を呆然

とさせ、７月下旬のボン会議での最終決着の大きな

支障となっています。、 
ストップ温暖化を目指す私たちは、市民の温暖化

対策が本来のテーマですが、その前提目標を突き崩

す動きに、できることはないかと考え、次の３項目

を県議会全会派に書面で持参し、県議会から中央へ

意見書を提出していただくよう要望しました。 

① 日本のより強力なリーダーシップで米国参加

の働きかけを 

② 日本自身、日本の目標を達成できる制度の再構

築と実行を 

③ 日本が率先して、京都議定書の早期批准を 

10 会派の反応には、若干の差はありましたが、思

いの外好意的な受け答えがあり、心配した「地方議

会のテーマになじまない」等の反応はなく、最初の

開門突破。実質審議の 6月 28 日「商工・労働・環境・

生活常任委員会」が最大のヤマ場で、それまでの２

週間各会派ごとに派内の意見調整が熱心に図られた

様子。当日、会議室には常任委員 12 名、県当局幹部、

スタッフが多数同席、新聞記者席の横に若干の市民

が傍聴で超満員。当会からは私と大西さんの２人が

もぐりこむ。配布の一括審議に私たちの案件は影も

形もなく、まとまらずかと案ずる中、最終案件とな

り、会派色を残した五つの案文が突然配布されまし

た。ほどなく案文は大同小異なので委員長一任で一

本化を図ることで決着しました。 

７月３日県議会最終日に一本化された案文が全議

員一致で可決。本件は 98 名の中の１名でも不賛成な

ら否決のため最後まで気が抜けず、やれやれの思い

です。県環境当局も、こんなテーマで全会一致はは

じめてと心から喜んでいただけました。意見書は当

方の意見がほぼ織り込まれ、まず合格点。 

現実には京都議定書は難航必至ながら、千葉県で

は市民、県議会が一体となって地球温暖化防止に意

見を出せた意義は大きいでしょう。これもいろいろ

なつながりや支えがあってのことであり、心から感

謝を込めて報告させていただきます。 
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「環境月間は大忙し！！」     代 表  横 山 清 美 

 ここのところ県や市町村には、市民団体からの環境

保全メッセージの効果に期待する動きが活発になって

きました。そのおかげで、「環境パ―トナーシップち

ば」も６月の環境月間の取り組みの中で市民団体の発

表をいくつかさせていただきました。 
 以前から秋のエコメッセとわくわく県民プラザや船

橋市の環境フェアでは、｢環パちば｣の日頃の活動発表

をさせていただいていましたが、今年は６月の環境月

間に展示をというお誘いが、千葉県の｢環境フェア｣・

千葉県環境研究センターの｢エコパーク｣・東金市から

ありました。東金については、「訪問シリーズ」の紙

面にてご報告させていただくとして、ここでは「千葉

県環境フエア」と｢エコパーク｣の展示概要と今後への

問題点などをご報告いたします。 
 千葉県「環境フエア」は、６月９日 10日の両日で幕

張メッセにて行われた｢県民まつり｣の環境ゾーンの中

で県や企業・市民の環境保全への取り組みを、展示や

ステージイベントにより紹介の他、低公害車の試乗会

なども行っていました。この中で市民団体の発表を、

という県から急なお申し出をいただいたことで、環パ

ちばから団体にお声をかけさせていただき、なんとか

当日展示や体験コーナーを設けていただきました。ス

トップ地球温暖化千葉推進会議、千葉ごみゼロを考え

る連絡会、せっけんの街、ちば環境情報センター、ご

みゼロネットちば２１、市原ネイチャークラブ、ちば

コープ、美しい手賀冶を愛する市民連合会、全国とん

ぼサミットのみなさまにご協力いただきました。会員

全てにお声をかけられなかったことを申し訳なく思い

ます。次年度については、スペースの拡大や市民団体

発表のための実行委員会づくりを県に提案し、なるべ

く早い時期にみなさまにお知らせできるようにと考え

ています。 
 一方市原の｢千葉県環境研究センター｣が主催した

｢エコパーク｣は、事前に発表団体募集のお声を環パち

ばからもかけさせていただきました。地下浸透モデル、

地震による流動化実験、来訪者の自家用車の自動車排

ガス成分分析、環境研究所の成果報告パネル、子ども

たちが喜んでた”クイズラリー”などが内容でしたが、

来場者数が少なかったのでもったいない感じでした。

せっかく研究成果も発表されるわけですから、市民の

ための研究センター公開という観点から、最寄駅から

の臨時バスの運行・研究室公開・体験講座など望みた

いものです。やはり会場までの交通手段は、はじめに

考えていただくことかと思います。 

 11 月 3日 4日には、ＪＲ海浜幕張駅前の空き地〈カ

ルフールの手前〉にて｢エコメッセ 2001｣〈事務局―千

葉県環境財団環境学習推進室〉を開催します。市民・

企業・行政からの実行委員が、今年は｢水｣に焦点をあ

て、子ども・体験をキーワードに企画しております。 

みなさまには、エコメッセについてのアイデアをお寄

せいただきたいことと、「環パちば」からも団体の活

動紹介を募集したいと考えておりますので、ご準備よ

ろしくお願いいたします。 
 

広 田 ゆ き え  
 
去る６月 27日、西海神小学校に招かれて「牛乳パッ

クのリサイクル工作」として、「はしおき」と「小物

入れ」を作る先生になってきました。船橋市立西海神

小学校は、西船橋駅から少し離れた高台にある閑静な

住宅地にあるすてきな小学校です。植物が多く、花も

たくさん咲いていました。高宮校長先生の人柄が何し

ろ暖かく、生徒に大人気というのもうなずける、楽し

い小学校です。もともとは、団体会員でもある“元気

なごみ仲間の会”さんに来た依頼だったのですが、縁

あって環パちばに依頼がまわってきました。近くなの

で行きやすく、すっかり楽しませていただきました。 

対象は、小学４年生で２クラス合同授業ということ

でした。船橋市職員の方による「堆肥づくり」「紙す

き」、私たちの牛乳パックのリサイクル工作「はしお

船橋市立西海神小学校・リサイクル学習風景 
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き」「小物入れ」「変わり万華鏡」の５班にあらかじ

め班分けされ、私（広田）は「はしおき」、横山さん

は「小物入れ」を担当しました。また、前日に深尾さ

んから持ち込まれた空缶リサイクル作品も展示される

など、盛りだくさんの内容でした。 
元気な子ども達は、すぐに人懐こく私たちに話し掛

けてきて、色々なワザも披露してくれるサービスぶり

で、すぐに打ち解けることができました。なかなか小

学生と接点のない私は“先生”という立場ではなく、

どうしても“友達”とい目線で見てしまうのですが、

それぞれに個性豊かな子ども達と接するのはとても楽

しく、時間もあっという間に過ぎてしまいました。 
「はしおき」は誰でも簡単に作れる、と思っていた

のですが、なかなか部分的に子どもには難しいところ

があったようで、そこが子どもの心を捉えたのでしょ

うか。作っても作っても貪欲に「もっと作りたい」と

やる気を見せてくれるので、とても楽しく、やりがい

のある時間を過ごすことができました。“バザーで作

品を売る”という目標があったことも積極的な参加の

一因だったようにも思います。「これ、バザーで売る

んだよ。」というと、子ども達は、自分の作ったもの

が売れ残らないようにますます真剣にきれいな作品に

しようとがんばっていました。家に持ち帰ってまでも

作りたいと言われたことを考えると、リサイクルを学

ぶというよりも、モノを作る楽しさを学んでもらった

ような感じでしょうか。「はしおき」は、一人４～５

個、小物入れも早い子は３個も作っていました。 

しかし、現実にはリサイクルすればよいというわけ

ではありません。これを機会に、大人になるまでにだ

んだんそれを知ってほしいと願っています。これだけ

環境に対していろいろと叫ばれている今日この頃です。

環境意識の高いこどもになって、未来をもっと明るい

ものにして欲しいです。こんなに楽しい“つくること”

や“教えること”がキッカケとなるのであれば、私も

もっともっと協力したいと感じました。 

後日、バザーの結果のお知らせをいただきました。「小

物入れ」「はしおき」のほかに「しおり」も作り、多

少の売れ残りはあったものの、少し利益が出るほどの

大盛況だったそうです。また、担当した子どもたち一

人一人から、お礼の手紙をいただきました。短い時間

でしたが、ちゃんと名前を覚えてくれていたことを嬉

しく思いました。          
 
 

             「環境を守る努力は 私から」 
                                     大 西 優 子 
 
表記テーマのもと、去る６月９日（土）船橋市習志野台公民館で”船橋市環境フェア”が行われ、市民

団体・企業・行政の参加団体65、協賛団体19、来場者4500名というにぎやかなものになりました。 

 とくに、地元習志野台地区自治会連合協議会との共催は、地域と共に環境問題を考える意義ある催しと

して出展者にとって大きな励ましになりました。 

 「環パちば」は、新しく会員になった「ストップ地球温暖化千葉推進会議」の事務局長でもある内山明

治さん開発の”パワーくん”の実演展示をしました。 

 これは、自転車を改良してペダルを漕いで、人力エネルギーを創り出し、電球を点灯させるもので、「省

エネ」の大切さを実感して貰おうというものです。軽くペダルを漕いでいて、２０Ｗ電球のスイッチを入

れると、「エー、ペダルが重いー」。「では100Ｗにしますよ」とスイッチを切りかえると「ウー、こりゃ

きつい！」と全力でペダルを踏みこみ「体重を落とすのにいいかも」の声。 

 ”人力でエネルギーを作り出すのは大変なことだ → 省エネを心がけよう →ＣＯ2 削減を” と体験を

通じて考えていただくためには、パネルの説明ににもうひと工夫する必要を感じました。 

 ”環境フェア”の様子を写したビデオに、”パワーくん”を必死で漕いでいる女の子の横でにこやかに

説明している会員の内野さんの顔がありました。 
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 橋 本 公 江  
５月 26 日(土)浦安三番瀬クリーンアップ大作戦が

繰り広げられました。これは、三番瀬の浦安側の階段

護岸の清掃を通して、まず、浦安市民に三番瀬の存在

を知ってもらおうと、99 年 11 月に始まり、以降春と

秋に開催し、今回は 4 回目になります。 

その実行は、市民活動の草の根的な繋がりの実行委

員会が中心となっており、今回は、企業も含めて実に

40 からの団体の協力が得られました。 

そこでは、クリーンアップ以外にも、三番瀬にまつ

わる歴史を浦安市内の史跡から学ぶ会を持ったり、写

真展を開いたり、日の出地区に現れる天然干潟の観察

会を行なったりと、様々な角度から、三番瀬を考えて

きました。 
今回のクリーンアップは、知事選の終わった後で、社会的にも三

番瀬の問題がクローズアップされていた時期だったこともあり、参

加者は前回の２倍近い 600 人弱。お天気もまずまずで、潮干狩り日

和でした。収穫したごみは予想をはるかに下回り、可燃ゴミ 540 ㎏ 

不燃ゴミ 480 ㎏ あわせて１トン強という結果でした。前年春は、

流木等もあって、6.6 トン。前年秋でも 1.86 トンですから、潮の関

係もあるでしょうが、実行委員会では「減少」というのは、クリー

ンアップの成果と受けとめています。今回は、小型テレビなんてい

うのもありましたが、全体的には発砲スチロール系の漂着物と、釣

り人や遊びに来た人の残していったゴミがそのほとんどでした。 

次回は、10 月 28 日(日)。野鳥観察も交えて行なう計画です。皆さ

んもぜひ参加してください。 

 

 

エコマインド講座日記 
                      広 田 ゆ き え  

エコマインド講座とは、千葉県が主催している環

境学習指導者養成講座です。平日と休日の二つのコ

ースがあり、各７日間の日程になっています。一般

コース終了後、実践コースに進むことが出来ます。

今回は、現在参加中の一般コース（主に平日）を日

記形式でレポートをさせていただきます。 
６月 24 日（日）会場：さわやかちば県民プラザ  

休日コースのアイスブレーキングの担当は、横山

代表でした。広田もお手伝いさせていただきました。

アイスブレーキングとは、参加した皆さんの緊張を

解きほぐすプログラムです。参加人数は、30 人弱。

大学生から 70 才代(？)の男性まで、幅広い年齢です。

まずは、県環境生活課の淺岡主幹より開講式があり、

その後、アイスブレーキング。なんと６種類も体験

しました。中でも、「ボールとタワシ」というゲー

ムは盛り上がりました。相手の名前を呼びながらボ

ールやタワシを投げる、という簡単なものなのです

が、投げる素材によって注意する度合いも違うし、

クリーンアップ終了後の観察会で、塩を使

ってマテ貝を採っているところ 

覗いてみたい？ 

浦安から三番瀬クリーンアップのご報告 
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名前を覚える効果もあります。人数が多いので、２

班に分かれて盛り上がりました。その後、「ミュー

ジカルな出会い」というプログラムへ。音楽の流れ

る部屋をランダムにぐるぐる歩いて、音楽が止まっ

たら目の前の人と握手します。そのころには、みん

なすっかり打ち解けた状態に。 
午後、環境研究所の石井皓先生の指導のもとで環境

学習概論を学びました。といっても、アイスブレー

キングの延長線上にある感じのプログラムです。

「５つの島」という写真を使ったプログラムから始

まり、「視野を広げよう」「協力の四角形」などを

体験していきます。持続可能な社会のための環境学

習はどうあるべきか、環境学習とはどんなものなの

か。すっかり仲間になった私たちは、「エコマイン

ド戦士」のごとく、これから取り組む環境問題と生

活に闘志を燃やして１日を後にしたのでした。

 
 
 
  
  

東金市 アースセレブレーション2001に参加して 

 （財）千葉県環境財団発行の「環境リポートちば」

に、寄稿したレジ袋問題に目を止めた東金市役所環境

保全課から電話を頂いたのがきっかけで、「環境パー

トナーシップちば」として、７月７日（土）「アース

セレブレーション2001 ～環境世紀への提言～」に出

前しました。 

 午後半日というイベントでしたが、ロゴのマスコッ

ト「エコットくん」の名付け親表彰・講演「２１世紀

の子供たちへのメッセージ」・「地球交響曲ガイアシ

ンフォニー」上映があり、一方、以下のようなパネル

展示・体験実演がありました。 

 

 「九十九里ＩＳＯネットワーク協議会」会社紹介。 

 地元自然観察団体「はないかだ」は、木の枝を

巧に工作した沢山の動物や、大きめのビンに入れ

た身近で採った木の実を並べ、また、植物・生物

の絵を落とし込んで親しみやすく，いかにもふる

さとをいとおしんでいる気持ちの伝わる地図の

展示をしていました。 

 「千葉ごみ０を考える会」はマイバッグ推進運

動の啓発をメーンにし、平均的な家庭で４ヶ月で

溜まったレジ袋を詰めこんだ大きなごみ袋を置

きました。それがそのままごみとして焼却場に回

るのかと驚きで見つめる人もありました。 

 「千葉県カウンセラー協議会」では、「省エネ

ナビ」を熱心に説明。機種による消費電力の違い、

エアコンだよりでなく扇風機を見直そう等々電

気器具を動かしての専門家らしいアドバイスに

来場者も耳を傾けていました。 

 「環境パートナーシップちば」は、傘下の「ス

トップ地球温暖化千葉推進会議」から”パワーく

ん”を持込みました。エネルギーを作り出すこと

の大変さを実感してもらうもので、市長も電球を

つけるとペダルが「重くなるものですね」との体

験感想。  

 「ＣＯ2削減のためにもレジ袋からマイバッグ
に」と、収集している買い物袋と傷んだ傘の布地

を利用したマイバッグも展示。簡単に縫えて作る

のが楽しそうの声も。 

東金市は、ISO14001 をいち早く取得した行政と

して注目されています。会場となった「東金文化

会館」は立派な施設を擁した建物で、ゆったり広々

と感じたのは、緑豊かな静かな環境の中にあるか

らでしょうか。 

市役所で頂いた名刺は、「小野小町」と桜の枝

の絵がカラー印刷され、下部にー小町の里に広が

る知的創造空間ーとあったのが印象的でした。 

（大 西 優 子 ） 

 

訪問シリーズ 
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第 2 回「エコサロン」 

「環境の心―――宮沢賢治と水質改善」 
日時    8 月 17 日（金）午後６時 30分から 

場所    船橋女性センター第一会議室 

講師    小林節子さん 

（元千葉県水質保全研究所職員） 

定員    40 名   資料代  500 円 

内容―――小林さんは長年千葉県水質研究所で手

賀沼、印旛沼の水質浄化に尽力されましたが、今年

3月早期退職、現在 NPO法人環境文明 21で環境倫理

に取り組んでいます。心がない技術、組織、施策は

結局問題を解決しません。今回は環境の心について、

話し合いましょう。 

申込み先：事業部 田口（Tel&Fax）0471-72-6129  
Ｅメール；my-taguchi@mx6.ttcn.ne.jp 
3 回目以降は下記のように予定しています。 

第 3回 10 月 19 日（金）時間場所同上 

位田均記者（日本経済新聞記者、市民エネルギー研

究所）演題「風力発電の市民利用・個人利用の可能

性－－－ソフトエネルギーは地球を救う」 

第 4回 12 月 14 日（金）時間場所同上 

村山 和彦（まちづくりコーディネーター） 

演題「地域通貨の可能性－－－楽しいコミュニテイ

と生活を編み上げる  西千葉商店街を事例として」 
 
環パちば学習会 
「生ごみを主体にした家庭ごみの取り扱いにつ

いて」 
日時：８月 26日（日）午後２時から４時 30分 

場所：千葉市生涯学習センター３階大研修室 

問合せ、申し込み 

事業部 田口（TEL）0471-72-6129  
Ｅメール；my-taguchi@mx6.ttcn.ne.jp 

吸収源機能に関する国際ワークショップ 
主催：森林総合研究所・国立環境研究所 

日時： 8月 30 日（木） 10:00～17:00 

場所：早稲田大学国際会議場 井深大記念ホール 

参加費無料、要申し込み 

問合せ：社団法人 国際環境研究協会 
TEL: 03-3432-1844 
E-mail:sympo@airies.or.jp 

 

時の言葉：ダイポールモード現象 
 今年の７月は記録的な暑さでした。その原因として

注目されているのが、熱帯インド洋東部で東風が吹き

西部の海水温が上昇する、ダイポールモード現象。1994

年にはインドからアフリカ大陸東岸などにかけては洪

水、中国や韓国には干ばつをもたらし、日本でも記録

的な猛暑と深刻な水不足になり、今年も心配されてい

ます。 
 
原稿募集 

 「環パちば」だよりに原稿をお寄せください。談話

室向けの随想、地域の情報や話題など。 
 
訂正 

19 号 3ページ平成 13年度運営委員メンバー書記 

田中恵美さんは岡嵜恵美さんに訂正します。関係者の

方にはご迷惑をおかけしました。 
 

  
７月は蛍探しに出かけます。今年も決まった水田では

なんとか見られました。でも５年前はもっと多くの水

田に沢山のヘイケボタルが乱舞していたものです。カ

エルも、ドジョウさえも少なくなりました。でも、私

たちの生活は変わらない、ここに、生物多様性の難し

さがあります。決して、珍しいとは思われない多くの

植物、動物がレッドデータブックに載っています。 

ぜひご覧ください。          （佐藤） 

（古紙 100％使用）
 

氏 名   入会年月日  

住 所  〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

年会費 個人1,000円 団体2,000円 賛助会員5,000円 

おおお知知知らららせせせコココーーーナナナ
ー 

編集後記 

「環境パートナーシップちば」は、環境

活動の推進と充実を目指し、千葉県内の

環境市民のゆるやかな連帯のもと，相互

の情報交換と交流を深め、行政および専

門家とのパートナーシップによる活動の

展開を図ることを目的としたネットワー

クです。 
申し込み先：千葉県環境財団 
TEL:043-246-2180FAX:043-246-6969 

会費納入先：環境パートナーシップちば 
郵便振替口座 00160-9-401872  

＜環境パートナーシップちば＞ 

入会申込書 

会の趣旨に賛同し（個人、団体、賛助会員として） 

会費を添えて入会します 

（該当するところを○で囲んでください） 


